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土浦市まちづくり市民会議

委 員 長
　宇井　正信
　　　（東並木町地区長）
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　田口　　武
　　　（板谷町地区長）
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　萩野谷　孝雄
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都和地区市民委員会

常任委員会

【市民委員会組織図】
都和地区市民委員会の活動都和地区市民委員会の活動

福
祉
部

都
和
地
区
市
民
委
員
会 

安
全
部

部
長　

木
村　

光
秋

福
祉
部
の
活
動
と
し
て
、
公
民
館
ま

つ
り
に
福
祉
の
店
を
出
店
し
、
雑
貨
品
・

募
金
ガ
チ
ャ
を
部
員
の
協
力
で
運
営
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
施
設
へ
の
雑
巾
の
寄
贈
、

社
協
都
和
支
部
事
業
の
会
食
会
時
の
協

力
、
他
の
部
と
の
交
流
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。

社
協
が
貸
出
を
し
て
い
る
福
祉
車
両

（
車
イ
ス
対
応
）
を
安
価
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
都
和
公
民
館
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。部

長　

櫻
井 

裕
之

今
年
の
活
動
と
し
て
は
、
都
和
中
学

校
８
年
生
の
通
学
用
自
転
車
の
点
検
（
夏

休
前
に
計
画
し
た
が
猛
暑
の
た
め
延
期
）

を
10
月
に
実
施
、
防
災
関
連
の
出
前
講

座
、
公
民
館
ま
つ
り
や
歩
く
会
へ
の
協

力
、
救
命
講
習
会
等
を
計
画
し
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
、
他
専
門
部
を
知
り
た

い
し
、
交
流
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
是
非
、
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

専　門　部　名 その他の事業

福     祉     部

◎ 地域福祉活動への参加協力

◎ ふれあいネットワークへの
　 参加協力

安     全     部

◎ 交通安全思想の啓発・推進

◎ 防災・防犯活動

◎ 町内会自主防災組織への参加協力

スポーツ・健康部

◎ 各種スポーツ・レクリエーション
　 活動

◎ 健康づくり・健康教室等の開催

◎ 地区スポーツ協会事業への参加協力

環     境     部

◎ ゴミの減量化・資源化運動

◎ 環境美化活動、水質浄化運動

◎ 花いっぱい運動

文  化  広  報  部

◎ 広報紙の発行（年２回）

◎ コンサートなど文化事業開催

◎ 公民館講座への参加、推進

◎ 市民憲章の啓発

青 少 年 育 成 部

◎ 地域と学校との連帯強化
  （総合学習への協力など）

◎ 非行防止キャンペーン等啓発活動

事業内容

•公民館まつりへの
　参加、協力
　（11/21～11/30）

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「福祉の店」出店
・福祉施設への寄贈
・福祉部会の実施
・他の部との研修
・会食会協力

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「交通誘導他」
・防災関連等の研修会
・救命講習会の開催
・自転車点検の実施
・都和地区歩く会の協力

・都和地区奉仕作業
・公民館まつり「模擬店」出店
・他部との合同研修
・都和地区いきいき健康体操参加、協力
・都和地区歩く会の協力

・都和地区奉仕作業
・花壇の整備・管理
・土浦市環境展参加
・公民館まつり参加「環境関連PR等」
・地域清掃活動
・都和地区一斉清掃活動
・移動学習会

・都和地区奉仕作業
・「つわの風」取材・編集会議
・広報紙「つわの風」発行（年２回）
　「土浦のむかし話」の掲載
・ふれあいコンサートの開催
・公民館まつり支援「ステージの司会、記録等」
・合同研修会への参加

・都和地区奉仕作業
・チャレンジクラブへの協力
・青少年健全育成運動（あいさつ運動２回）
・非行防止キャンペーン参加
・公民館まつり参加
　「焼き芋・野菜の販売・ゲームコーナー」
・小中学校登校時のあいさつ運動への参加

委
員
長　

宇
井　

正
信

本
年
度
都
和
地
区
市
民

委
員
会
の
委
員
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
文
化
広
報
部
に

所
属
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
都
和
地
区
が
、
明
る
く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
ま
す
よ
う
、
皆
様
と
話
し
合
い
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各
専
門
部
の
事
業
に

つ
き
ま
し
て
も
、
部
員
の
方
々
の
参
加
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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青
少
年
育
成
部

文
化
広
報
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

環
境
部

部
長　

竹
内　

靖
揮

皆
様
、
普
段
、
運
動
の
習
慣
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
？

春
や
秋
に
は
幅
広
い

年
代
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
運
動
習
慣
の
無

い
方
も
お
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
週
３
回
の
運
動
は
健
康
に
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
協
力

し
、
都
和
公
民
館
ま
つ
り
で
の
ス
ポ
ー
ツ

体
験
や
歩
く
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

都
和
地
区
皆
様
の
健
康
増
進
と
運
動

の
推
進
に
向
け
て
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

都
和
地
区
正
副
地
区
長
会
で
は
、
７

月
５
日
（
土
）
都
和
公
民
館
に
お
い
て
、

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
支
え

あ
う
こ
と
を
目
的
に
、
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

土
浦
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ん
だ
つ
の
職
員
を
講
師
に
迎
え
、
正
副

地
区
長
35
人
が
地
域
や
家
庭
生
活
に
お

け
る
認
知
症
の
予
防
や
発
症
し
た
方
に

対
す
る
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

部
長　

木
野
内　

完
治

今
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
、
４
月

20
日
開
催
の
専
門
部
会
議
で
協
議
し
、
例

年
実
施
し
て
い
る
事
業
（
奉
仕
作
業
・
花

壇
の
整
備
・
清
掃
活
動
・
公
民
館
ま
つ

り
）
を
踏
襲
し
て
お
こ
な
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

特
に
、
花
壇
の
整
備
・
管
理
に
つ
い
て

は
、
市
か
ら
花
苗
（
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
・
ジ
ニ
ア
）
の
配
付
が
あ
り
、

レ
イ
ア
ウ
ト
に
苦
労
し
な
が
ら
植
栽
。
今

年
度
も
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
主

催
の
「
花
い
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

部
長　

田
口　

武

７
月
18
日
の
専
門
部
会
議
に
て
、
本

年
度
の
事
業
計
画
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ

ブ
へ
の
協
力
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
６
月
23
日
に
は
小
学
校
正
門
前
で

の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
正
副
部
長
・

各
部
員
が
、
７
月
１
日
に
は
土
浦
駅
前

で
の
「
非
行
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

正
副
部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
８
月
２
日
予
定
の
「
霞
ヶ
浦
湖
上
で

環
境
調
査
」
が
、
天
候
不
順
で
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

部
長　

清
藤 

雅
宏

今
年
は
、
特
に
暑
い
夏
で
し
た
が
、

例
年
に
も
増
し
て
、
華
や
か
な
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
並
木
八
幡
祭
、

板
谷
盆
踊
り
と
も
、
千
人
に
及
ぶ
参
加

者
で
、
賑
わ
っ
て
ま
し
た
。
都
和
二
丁

目
で
も
、
納
涼
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
中
都
町
の
開
拓
の
歴
史
」、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
記
載
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
９
月
21
日
に
う
た
ご
え
リ
ー

ダ
ー
の
橋
本
実
さ
ん
に
よ
る
「
ふ
れ
あ

い
歌
声
喫
茶
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
も
一
緒
に
歌
い
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

部
員
一
同
、
面
白
く
読
ん
で
い
た
だ

け
る
内
容
と
す
る
べ
く
、
協
議
し
て
ま

す
。
何
か
話
題
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま

で
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た

　

５
月
18
日（
日
）市
民
委
員
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
協
会
共
催
に
よ
り
、
地
区
長
を

始
め
各
団
体
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
の

も
と
、
都
和

小
、
都
和
南

小
、
都
和
中
、

都
和
公
民
館

に
分
か
れ

て
、
草
刈
り

な
ど
の
奉
仕

作
業
を
行
い

ま
し
た
。

都
和
地
区
正
副
地
区
長
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催

参
加
し
ま
し
た
が
、結
果
は
昨
年
同
様「
優

良
賞
」
で
し
た
。

当
部
が
管
理
し
て
い
る
花
壇
は
、
茨
城

県
土
木
事
務
所
よ
り
「
道
路
占
用
許
可
」

の
承
認
を
得
て
使
用
、
環
境
美
化
の
一
環

と
し
て
部
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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話題

中
都
町
は
「
草
創
の
郷
」

中
都
町
は
開
拓
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
町

で
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
梅
田
香
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

土
浦
市
中
都
地
区
は
、
戦
後
に
旧
満
州

か
ら
の
引
き
揚
げ
者
や
復
員
軍
人
ら
が

１
９
４
７
〜
４
８
年
に
入
植
し
、
松
林
を

切
り
開
い
て
農
業
や
酪
農
を
始
め
た
開
拓

地
。
主
な
入
植
者
は
、
満
蒙
開
拓
団
と
し

て
最
多
の
移
民
を
送
り
出
し
た
長
野
県
出

身
者
だ
っ
た
。

そ
の
多
く
が
、
満
州
で
終
戦
を
迎
え
、

終
戦
後
の
混
乱
と
家
族
の
死
を
経
験
、
父

を
銃
殺
で
失
っ
た
、
幼
い
妹
が
泣
く
と
殺

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
、

命
か
ら
が
ら
日
本
に
帰
国
し
た
。
満
州
で

の
過
酷
な
体
験
を
経
て
土
浦
へ
辿
り
着
い

た
。「
茨
城
に
は
未
開
の
土
地
が
あ
る
」

と
の
こ
と
で
、
都
和
の
地
に
移
民
し
た
。

一
面
の
松
林
を
開
墾
、
痩
せ
た
土
地
・
寒

風
・
資
源
の
乏
し
さ
に
苦
し
み
な
が
ら
共

同
生
活
を
開
始
。
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
育

て
、
風
除
け
の
木
を
植
え
る
な
ど
工
夫
し

た
。
稲
、
野
菜
を
植
え
、
梨
も
栽
培
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

開
拓
地
に
は
同
郷
者
ご
と
に
集
落
が
形

成
さ
れ
、
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
中

都
地
区
に
あ
る
、
開
拓
者
が
建
て
た
農
村

集
落
セ
ン
タ
ー
の
石
碑
に
は
、
入
植
し
た

57
人
の
開
拓
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

長
野
県
出
身
の
38
人
を
筆
頭
に
、茨
城
、

新
潟
、
宮
城
、
山
形
、
岩
手
と
出
身
地
別

に
名
前
が
続
く
。
開
拓
者
は
同
郷
者
ご
と

に
集
ま
り
、
の
ち
に
「
都
和
開
拓
農
業
組

合
」
と
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
。
現
在

の「
中
都
」と
い
う
地
名
は
、開
拓
地
が「
都

和
」
と
「
中
貫
」
の
間
に
あ
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
。

石
碑
の
周
辺
に
は
、
移
転
時
に
植
え
た

桜
の
苗
が
育
ち
、
今
で
は
、
桜
の
大
木
の

林
に
な
っ
て
い
る
。
春
の
時
期
、
満
開
の

桜
を
背
景
に
、
皆
が
花
見
を
し
、
開
拓
談

義
に
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
の
が
、
楽
し
み

で
あ
る
。

満
蒙
開
拓
は
昭
和
の
大
恐
慌
に
よ
る

農
村
の
困
窮
と
軍
事
政
策
に
基
づ
い
て

進
め
ら
れ
た
。
約
27
万
人
が
渡
満
し
、

う
ち
約
８
万
人
が
命
を
落
と
し
た
。
そ

の
歴
史
が
戦
後
の
土
浦
の
地
域
形
成
に

繋
が
っ
て
い
る
。

中
都
町開拓

の
歴
史

都
和
二
丁
目
で
は
、７
月
26
日（
土
）午

後
４
時
か
ら
納
涼
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ン
ド
演

奏
、
バ
ル
ー

ン
、
輪
投
げ

に
、
焼
き
鳥

を
頬
張
り
、

か
き
氷
、
飲

み
物
を
飲
み

な
が
ら
、
最

後
に
は
抽
選

会
で
楽
し
み

ま
し
た
。

並
木
町
の
八
幡
祭
が
８
月
９
（
土
）

･

10
（
日
）
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
が
あ
り
ま
し

た
が
、
並

木
八
幡
祭

の
山
車
も

そ
れ
に
参

加
し
て
い

ま
し
た
。

都
和
二
丁
目
納
涼
祭

並
木
八
幡
祭

中都町
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都
和
南
小
学
校
の
長
寿
命
化

工
事
が
完
了
し
ま
し
た

都
和
南
小
学
校
で
は
、
令
和
６
年
４
月

末
か
ら
校
舎
と
体
育
館
の
長
寿
命
化
工
事

が
行
わ
れ
、
令
和
７
年
３
月
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。

建
物
は
取
り
壊
さ
ず
に
改
修
さ
れ
、
全

て
の
教
室
や
図
書
室
、
体
育
館
な
ど
が
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

主
な
改
修
内
容

教
室
と
廊
下
が
一
体
と
な
り
、
可
動

式
パ
ネ
ル
で
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
図
書
室
も
廊
下
と
の
壁
が

無
く
広
々
と
し
て
い
ま
す
。
３
階
の
廊

下
は
窓
が
全
面
に
配
置
さ
れ
、
明
る
く
、

筑
波
山
や
周
辺
の
景
色
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
の
床
は
、
傷
が
つ
き
に

く
く
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス

製
の
床
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

児
童
は

新
し
く
な

っ
た
校
舎

で
、
益
々

元
気
に
学

校
生
活
を

送
る
こ
と

が
で
き
る

こ
と
と
思

い
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た
た
え
る
表
彰

３階の廊下と窓

令
和
７
年
度

花
い
っ
ぱ
い
運

動
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

都
和
地
区
で

は
４
団
体
が
入

賞
し
ま
し
た
。

【
地
域
の
部
】

・
土
浦
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
　

東
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

・
優
秀
賞

　
　

西
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

・
優
良
賞

　
　

都
和
地
区
市
民
委
員
会
環
境
部

　
　

都
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

板
谷
町
で
は
、

恒
例
の
盆
踊
り
大

会
を
８
月
14
日

（
木
）
に
行
い
ま

し
た
。

そ
れ
に
先
立

ち
、
踊
り
と
、
笛

太
鼓
の
練
習
を
２

週
間
前
か
ら
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
良
く

晴
れ
、
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
、
千
名
に
及
ぶ

人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
出
店
も
、
焼

き
鳥
、
焼
き
い
か
、
焼
き
そ
ば
、
う
ど
ん
、

そ
し
て
、
ジ
ュ
ー
ス
に
、
ビ
ー
ル
と
並
び
、

食
べ
て
、
飲
ん
で
の
観
戦
、
そ
し
て
踊
り

と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、菓
子
ま
き
で
、

子
供
た
ち
が
騒
い
だ
中
で
の
、
踊
り
の
開

始
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
部
の

方
々
の
お
そ
ろ

い
の
和
服
で
の

踊
り
に
混
ざ
っ

て
、
一
般
の
方

み
ん
な
で
、
踊

り
明
か
し
ま
し

た
。
夕
方
５
時

半
か
ら
９
時
ま

板
谷
の
盆
踊
り

で
、大
変
な
熱
気
の
踊
り
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。
豪
華

な
賞
品
が
沢
山
あ
り
、
一
喜
一
憂
し
て
、

見
守
り
、当
た
っ
た
人
は
、大
喜
び
で
し

た
。土

浦
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

４
位
入
賞

令
和
７
年
７
月
６
日
（
日
）
土
浦
市

消
防
本
部
の
訓
練
場
を
会
場
に
、
第
67

回
土
浦
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
13
の
消
防
団
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

都
和
地
区
で
は
、
第
13
分
団
・
第
14
分

団
が
合
同
チ
ー
ム
で
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　

４
位　

入
賞

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
練
習

を
重
ね
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
た
た
え
る
表

彰
が
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
表
彰
式
に

あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
個
人
の
部
で
並

木
三
丁
目
の
手
塚　

明
様
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

【
功
績
の
内
容
】

地
域
の
環
境

美
化
や
下
校
時

の
立
哨
を
11
年

間
に
渡
り
取
り

組
み
ま
し
た
。

東並木町健康クラブの花壇東並木町健康クラブの花壇
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チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
と
は
、
各
公
民
館

を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
青
少
年

育
成
部
員
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
か
ら
第
３
回
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
６
月
21
日（
土
）　

第
１
回

　
開
講
式
　
お
散
歩
バ
ル
ー
ン

開
講
式
後
、
風
船
を
使
っ
て
動
物
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。

都
和
小
５
年　

貝
瀬　

瑛
美

み
ん
な
と
一
緒
に
一
生
け
ん
命
、
バ

ル
ー
ン
を
作
り
ま
し
た
。

都
和
小
５
年　

大
内　

栞
那

バ
ル
ー
ン
を
作
る
の
は
む
ず
か
し
か
っ

た
け
ど
、
と
っ
て
も
い
い
体
験
に
な
り
ま

し
た
。
バ
ル
ー
ン
の
作
り
方
を
お
ぼ
え
た

の
で
ま
た
つ
く
る
機
会
が
あ
れ
ば
作
り
た

い
で
す
。

都
和
南
小
４
年　

鈴
木　

憧
子

ふ
う
せ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
が
わ
か
っ

た
こ
と
と
、
か

わ
い
い
工
作
が

で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
。

○
７
月
12
日（
土
）　

第
２
回

　

森
林
・
林
業
体
験

潮
来
市
に
あ
る
茨
城
県
水
郷
県
民
の
森

で
自
然
に
つ
い
て
学
び
、
プ
ラ
ン
タ
ー
作

り
を
し
ま
し
た
。

都
和
南
小
４
年　

根
本　
　

明

プ
ラ
ン
タ
ー
つ
く
り
は
楽
し
か
っ
た
け

ど
、
む
ず
か
し
か
っ
た
。

都
和
南
小
４
年　

石
川　
　

蓮

竹
と
ん
ぼ
が
上
手
に
と
ぶ
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
。

都
和
小
５
年　

丸
田　

怜
央

木
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。
プ
ラ
ン

タ
ー
を
う
ま
く
つ
く
れ
た
。

○
８
月
２
日（
土
）　

第
３
回

　

霞
ヶ
浦
で
環
境
調
査

台
風
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

都
和
南
小
６
年　

石
川　
　

凛

ふ
う
せ
ん
を
作
る
の
に
使
わ
れ
る
ゴ
ム

が
木
の
樹
液
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。

都
和
小
５
年　

熊
谷　

葵
衣

森
林
を
見
て
ま
わ
る
時
に
、
し
ら
な
い

木
の
名
前
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
。

都
和
小
６
年　

冨
島　

心
結

プ
ラ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
の
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。

ま
た
つ
く

り
た
い
。

先
生
も

一
緒
に

や
っ
て
く

れ
た
。

社
協
都
和
支
部

都
和
児
童
館
共
催
事
業

８
月
７
日
（
木
）
都
和
児
童
館
の
夏
休

み
お
も
し
ろ
理
科
教
室
を
都
和
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
専
門
知
識
の

あ
る
山
本
先
生
で
、
32
名
の
小
学
生
が
集

ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
主
題
は
、「
光
の

万
華
鏡
」
で
、
紙
コ
ッ
プ
３
つ
と
、
100
円

シ
ョ
ッ
プ
で
も
売
っ
て
る
ホ
ロ
グ
ラ
ム

シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
作
り
ま
す
。
皆
そ
れ

ぞ
れ
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
独
自
の
万
華

鏡
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
都
和
支
部
の

職
員
か
ら
、
福
祉
に
関
わ
る
マ
ー
ク
や
役

割
、
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
配
慮
や
手
助

け
の
仕
方
な
ど
、
福
祉
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。



う
た
ご
え
喫
茶
風
コ
ン
サ
ー
ト
で

　
　
　
　

 
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た

う
た
ご
え
喫
茶
風
コ
ン
サ
ー
ト
で

　
　
　
　

 
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
21
日
（
日
）
の
午
後
、
約
100
名
の

人
た
ち
が
公
民
館
で
力
強
く
大
き
な
声
で

歌
い
ま
し
た
。

幕
開
け
は
、「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」

橋
本
実
う
た
ご
え
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
声
出

し
、
手
拍
子
で
・
・
・

つ
づ
い
て
、
20
数
年
間
埋
も
れ
て
い
た

「
霞
ヶ
浦
周
航
歌
」
に
感
激
し
、
復
活
に

力
を
注
が
れ
る
秋
元
昭
臣
さ
ん
と
聴
衆
が

一
緒
に
な
っ
て
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
、
涙
そ
う
そ
う
な
ど

を
橋
本
リ
ー
ダ
ー
と
都
和
の
友
達
の
リ
ー

ド
で
合
唱
、そ
し
て
都
和
出
身
の
歌
手「
美

地
さ
ん
」
に
よ
る
土
浦
小
唄
、
そ
し
て
ベ

ト
ナ
ム
の
ベ
ト
君
、
ド
ク
君
を
歌
っ
た
平

和
を
語
り
継
ぐ
「
い
つ
も
僕
の
中
に
」
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

聴
衆
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
、
ビ
リ
ー

ブ
、
長
崎
の
鐘
（
観
客
の
独
唱
）、
瀬
戸

の
花
嫁
、
翼
を
く
だ
さ
い
、
最
後
に
ア
ン

コ
ー
ル
に
応
え
て
く
だ
さ
り
「
今
日
の
日

は
さ
よ
う
な
ら
」で
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
の
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
気
分

爽
快
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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開
会
式

　

日
時　

11
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

（
作
品
展
は
、
11
月
21
日
（
金
）
～

　
　
　
　

30
日
（
日
）
開
催
予
定
）

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
・
作
品
展
・
模
擬

店
・
餅
ま
き
な
ど
、
沢
山
の
催
し
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と

の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
ま
つ
り
の

　
　
　
　お
知
ら
せ



水
彩
画
　
も
え
の
会

月
１
回
活
動
し
て
い
る
同
好
会
で
、

家
族
的
な
少
人
数
の
や
さ
し
い
会
で

す
。
ち
ょ
っ
と
絵
を
描
い
て
み
た
い
な

と
思
っ
た
時
、
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
の

が
水
彩
画
の
魅
力
で
す
。
皆
好
き
な
も

の
を
描
い
て
い
ま
す
。

先
生
は
そ
の
人
の
個
性
に
合
わ
せ
、

丁
寧
、
親
切
に
指
導
し
て
く
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
何
度
で
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
会
の
始
め
に
は
先
生
の
描

い
た
絵
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
見
て
、
参

考
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
が
少
な
く
募
集
中
で
す
。

第
３
水
曜
日
午
前
10
時
～
12
時
で

す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

帯
を
前
で
結
ぶ
着
付
け
の
同
好
会
で

す
。
鏡
に
向
か
う
と
、
た
い
が
い
見
慣

れ
な
い
自
分
に
出
会
い
ま
す
。
発
見
で

す
！ 

度
々
の
間
違
い
に
笑
い
が
起
こ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
何
と
か
サ
マ
に
な

る
の
は
周
り
の
仲
間
達
の
手
や
口
が

色
々
手
助
け
し
て
く
れ
る
か
ら
。
失
敗

か
ら
新
し
い
帯
結
ぶ
が
生
ま
れ
、
拍
手

が
沸
く
こ
と
も
！ 

鏡
の
世
界
は
日
々
、

頭
の
体
操
で
す
。
講
師
の
湊
先
生
は
斬

新
な
着
付
け
を
現
在
考
案
中
。
乞
う
ご

期
待
！

活
動
日
は
、
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

の
午
前
中　

見
学
は
自
由
で
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

都
　
の
　
会

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
の
４
月
よ
り
都

和
公
民
館
に
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
公
民
館
運
営

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
民
館
が
、
地
域
の
交
流
を
深
め
ら

れ
る
場
で
あ
れ
る
よ
う
、
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。

施
設
利
用
に
関
し
て
ご
不
明
な
こ
と
が

あ
っ
た
際
は
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

職
員
紹
介

職
員
紹
介

公
民
館
主
事

山
口
　
奈
緒

社
協
都
和
支
部

　
職
員

太
田
　
宏
美

今
年
度
、
土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
都

和
支
部
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
支
部
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
を
行
う
に

あ
た
り
、
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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編
集
後
記

同 

好 

会 

紹 

介

この広報紙は環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
「
つ
わ
の

風
第
46
号
」
を
無
事
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
史
上

で
一
番
暑
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。
気

温
40
℃
と
人
間
が
住
め
る
地
球
で
は

な
く
な
っ
た
と
も
言
え
る
よ
う
で

す
。
エ
ア
コ
ン
無
し
で
は
生
き
ら
れ

な
い
で
す
ね
。
来
年
は
収
ま
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

猛
暑
に
め
げ
ず
板
谷
の
盆
踊
り
や

並
木
の
八
幡
祭
等
色
々
な
行
事
が

例
年
通
り
行
わ
れ
、
大
勢
の
方
が

集
ま
り
ま
し
た
。「
歌
声
コ
ン
サ
ー

ト
」
も
行
わ
れ
、
皆
で
大
声
で
歌
い

合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
都
町
の
開

拓
の
歴
史
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
読
み
い
た
だ
い
た
記

事
の
中
に
皆
様
の
気
に
入
っ
た
記
事

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
更
に
良
い

紙
面
作
り
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


